
I ,重点目標実践報告

I,利用者支援・家族交流

今春04年度においても新型コロナウイルス感染防止によりレグ)ェーション制限(ドライブ等の外出型レクリェーション、ボランティア

及び講師来飽型レグ)ェーシヨン、利用者全員参加型レグ)ェーション)等が実施出来ない状況が続いた。その中で利用者の立ち上がり能力

一歩行能力、 AD L等の維持改善のため個別リハビリテーション・集団l/ハE"/デーション等を重点的に実施し機能低下等は余り見られなか

った。また離口症に関しても個別レグ)ェーションの実施、 i)ハビl時等の個別会話を実施することにより著明な進行等も見受けろなかった。

慢性疾患の憎悪予防に関しても利用者主治医それぞれと連携、定期的パイクl斑掟、内服管理等による対応を実施し対応を行った(今和04

年度 転圃等による骨折はO i件、体調不良等による入院07件)。

家族交流に関しても新型コロナウイルス感染防止により家族交流会等の実施は出来なかったもののワイヤレスインターホン等活用による

面会時の食堂ガラス越し面会実施及び利用者状況定期報告・体調不良時等の連絡・連携の徹底に関して面会時及びライン活別こて行った。

2,衛生管理

インフルエンザ・ノロウイルス感染症及び新型コロナウイルス感染症予防のため利用者に関しては手洗い・うがいの励行・タト出制限"面会

制限等を実施、また次重塩索定期噴鼠除菌剤の居室・公共エリア設置等を実施。磯貝に関しては関係施設等との連携による研修会開催、不

要不急外出制限及び感染対象地域者との接触が生じた際には一定期間の就労制限及びマスク・手指消華液の定期的配布等を実施したが、全種

05年03月i7日より04月03日まて入居者04名・利用者04名のコロナ感染が発生した。

3,職貝の専門知識及び技能の習得

夕陶l企画型の研修会参加制限を行ったこともか)オンライン研修等の勧ロを行った。施設内での実務及び内部会議・委員会及び申し送り等

での日常業務内での必要な専門知識及び技能習得を行った。今和04年度に介護福祉士O i合格者がおり、次年度も介護支援専門員・介護福

祉士等資格取得支援を継続していくとともにオンライン研修等参加促進を図り聡貝個々の知識・技能習得を行っていく。

4,非常・災害対策

非常・災害対策に関しては毎月の避難訓練等の実施、防災用品・非常食等の定期点検・入善・輔充を実施した。また非常災害・感染症に関

するBCP計画も策定を行い防災訓練時に併せて研修を開催した。

5,職貝の確保

今和04年度は職員が離職者0名、人職者03名(介護聴貝02名・調理職員Oi名)であった。平成3 i年度(今和元年度)以降介護職

員実人数で2名、人員換昇でi. 6名の増員また調理臓貝も実人員・人員換算でi名の増員となっている。しかし職貝の高齢化も見られ欠員

が生じた際の浦充等の必要性もあり、関係法入内での人材碇保の検討・専門学校等への定期訪問及び他法人等との情報交換等を実施した。ま

た現職貝の難聴防止として個別面接等の実施、体調面確認及び個々に合った勤務内容等の碇鶉も行なうとともに年次有給休暇等休みの取りや

すい環境作りとしてパート職貝等の確保を実施した。

6,環境及び設備整備

施設開設より2 〇年以上経過し建物及び備品の老朽化が進んでいる状況。保守管理を業者依頼しながら建物・備品管理を行った。廊下湯水

管の水漏れ回収工事、車椅子・歩行器・ベ・ソド等の管理入善及びナースコールの入れ替えを実施した。

7,経営の安定

施設入居に関しては年間を通して満床状態であったが入院等が数名生じ長期間になった際の収入減少となった。介護報2恥こ関してはブ骸当

であった利用者の介護保険申請代行等て介護保険サービス利用者増となったが介護度の高い利用者に関しては体調不良等も生じやすく、また

職員定数の関係(特に夜勤勤務者i名)で削ぐ困難な利用者が生じ退居(医療機関等入院)となるケースが生じ、新規で入る利用者の

介護度卵臥、利用者が増えている現状である。磯貝を増員していることもあり人件費増が今後も予想され収入の安定のため利用者確保及び新

規利用者の介護度の検討、介護保験加算の検討を行っていく。
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2,実践事項

● 相談援助

※ A D 」 ・歩行状態の能力低下や潤子及び体調不良等、利用者に変化が生じた際には随時家族へ連絡を行い、連携を

図った。また医療機関入院等が生じた際には可能な限り利用者面会等を瑚的に行い利用者の状態把握に努めるとともに、主

治医や家族との連携を図った。

※ 面会制限等による家族の面会減少等が生じたため電話等での状態報告を家族へ行うとともに、 SNS (メール)を活用して

家族との連携に努めた。

● 日常生活支援

※ 食事に関しては栄養バランスや献立内容・味付けの他身体的条件に応じた食事形態等を考慮し、季節感を感じるとともに

家庭的な雰囲気て食事を提供した。また食中毒予防として灘哩室・倉庫の衛生管理の徹底を行うとともに定期的検使や害虫駆

除等を行った。

衛生管理の徹底

消毒の実施

嗜好調査及び個別対応

行事食・選択食

検使の実施

害虫駆除

清掃 I回/日

利用者別の聞き取l)調査I回/年

随時実施

調理職員 I回/月

看護・介護馳貝 I回/2ヶ月

I回/月

2回/年

給食委員会開催

各種研修会の参加

※ 入浴に関しては、プライバシーに酉聴し見守りや介護を行い安心して入浴が行えるよう支援した。また入浴時には全身状

態の確認を行い、皮膚疾患や転倒等痕跡の確認を実施した。
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※ 排泄に関しては、個別にトイレ誘導や声かけを実施し自血排泄の支援を行った。また排便困難等がある利用者に関しては

個別チェック表等を活用し主治医連携のもと排便調整等も実施した。

※ 更衣に関しては季節に応じた更衣をべ油単ナてもらうとともに、昼間と夜間の更衣を′鴫乱すた。

● ケアプラン

※ 利用者、家接個々の希望を聞き画一的なケアプランにならないよう作成に努めた。また新規利用者に関しては入居前の関

係脂扱く医療機関・居宅支援事業所等)や家族からの生活状態等の確認を密に行い施設生活開始から利用者の生活に支障がな

いよう努めた。モニタリンク等実施時には利用者・家族からの聞き取り及び直接処遇職員からの情報把握にも努め、ケアプラ

ンの充実に努めた。

● リハビi)及び余暇活動支援

※ コロナ禍で余暇活動支援が制限されたが利用者の希望する余暇活動支援を行うとともに居室にできるだけ閉じこもらな

いよう個別レク)ェーション等を実施した。

※ 日常生活の観察の中から利用者の状態把握に努め、利用者の状態変イ蹄には主治医や理学療法士・作業療法士等との連携

に努めた。また立ち上がり・歩行・筋力U P等個別プログラムを作成し機能維脚こ努めた。

※ ボランティア、講師派遣型のレグ)ェーション(音楽療法、誕生会、幼稚園慰問)はコロナ感染防止のため中止とした。

買物

口腔体操

ドライブ(ミニドライブ・外食等)

I回/週

l回/日

随時

※ 家族交流会 新型コロナウイルス感染防止のため中止

※ 医療法大社田鹿域会理学療法士等派遣リハビリ 新型コロナウイルス感染防止のため中止

● 健康管理

※ 利用者の健康状態を把握に努め、疾病の早期発見・早期治療に努めた。

健康診断実施

医療機関定期受診時の送迎

2回/年

随時
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稲原日離推診

定期的バイタル測定(受注患者)

バイタル・体重測定(利用者全員)

i回/3ヶ月(コロナ禍のため定期処方て対応)

毎日(之検-4検)

I回/月

※ 医師・薬剤師の指導を受け適切な月賦… ・配架管理を実施した。

医師・薬剤師よりの指導

薬剤師講師の研修会実施

※ 救急時の対応に関する研修等を行い、即応できる体制作りに努めた。

A E D取扱い説明、救急蘇生法研修 i回/年

※ 感染症マニュアルをもとに季節性インフルエンザやノロウイルス、その他の感染防止に努めた。

インフルエンザ予防接種

感染症対策委貝会開催

施設内消毒施行(毎食後)

除菌剤設置(各居室、共有部分)

次蜜塩素自動噴霧

i O月(瀧井病院)

i回/月

IO月- 3月

i O月へ 3月

i i月- 3月

グループ内定例会・タ脚研修会への参加

● 事故防止

※ 職員個々の意識向上及び知識習得に努めるとともに小さな気付きを磯貝相互て共有し事故防止に努めた。

ヒヤiノ・ハツと報告書、事故報告書の作成

事故対策会議の開催

各種研修会への参加

※ 事故発生時には家族及び医療機関との適切な連勝及び対応を行った。

※ 宮崎県長寿介護課・日向市役所高鯖あんしん諜 事故報告書提出
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● 環境美化

※ 環境美化の日を設け、施設内の衛生等に注意を行った。

公共部分の清掃

利用者居室の清掃

環境美化の日(大掃除)

マット及び芳香剤交換

● 防災対策

毎日

3回/週以上

I回/月

i回/4週間 サニクリ-ン九州

※ 日常の防災設備の整備・点検の実施、緊急連絡体制の整備を図るとともに災害時に適切な判断、対応が出来るよう消防計

画に基づき防災訓練を毎月実施した。

消防用設備自主点検

消防用設備法定点検

防災訓練(研修会)

● 事務管理

※ 資産・備品の適切な管理と整備

※ 環境整備の強化

※ 車両連行の安全管理

※ 防災対策への強化

● 施設設備等

※ 定期設備点検

ボイラー(九電工)

電気管理(九州電気管理協会)

厨房機器及び給茶機(ホシザキ南九株式会社)

I回/月

2回/年

i回/月

4回/年

i回/月

i回/年
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車両関係(宮崎ニッサン・スズキアリーナ日向・三菱自動車) 随時

消防用設備法定点検(黒木電気消防)

自動販売機(農協果汁株式会社)

※ 衛生管理

全館害虫駆除(サニグ) -ン九州)

厨房害虫駆除(サニケ)一ン九州)

マット及び芳香剤交換(サ二クiノーン九州)

次亜塩素自動噴霧器レンタル(宮崎ヒューマンサービス)

厨房配管洗浄清掃

※ その他

施設外庭木手人(美栄造園)

ウオーターサーバー保守管理(サニケ)一ン九州)

※ 施設設備修理・改修等

施設外壁改修工事

非常口網戸入善

居室トイレ手摺り設置

電動ベッド・車椅子・歩行器・移動用バー入善・稲修

備蓄品入善

シュレッダー入管

局室エアコン・蛍光灯・換気扇入れ替え

配管工事

消防用設備不良箇所部品交換

ナースコール入善工事

2回/年

2回/月

2回/年

I回/月

i回/4週間

q台

i回/年

4回/年

I回/Iへ2週間

朋幸産業株式会社

黒木ガラスサービス

宮崎ヒューマンサービス

メディカル梶本

中村消防

株式会社久永

パナックステラハラ

九電工

黒木電気消防

九電工
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外部会議・研修会参加状況

今 和 04 年 度

NO 会 議・研 修 名 開 催 日 開 催 場 所 参i∴加 看 

i 日劇細説 蜜 07月Oi目(金曜日) WEB 栄養士 

2 県老サ協軽費・ケアハウス部会 07月I3日(水曜日) W∈B 施設長・生う笥臆淡貝 

3 九社運 増員研究会議 08月26目(金埴日) WEB 施波長・生活相談貞 

4 世界アIレソハイマー展示会 09月i2目(月噌目) 日〇
百 

施設最・看護頓貝 

5 全国介護付きホーム研究大会 iO月I7日(月曜日) WEB 施設長 

ら 九祉蝦殿的節会 =月之8日(月叫日) WEB 施鮫皮 

7 社
‾

" 葉説明会 i2月06日(火曜日) WEB 施波長・轍員 

8 九社運 軽費・ケアハウスセミナー Oi月i6目(月曜日) W∈B 施波長 

q 宮崎県老サ駒形己大会 02月02日(木曜日) WEB 施波長 

iO 宮崎県苦情解決セミナー 02月i3日(月曜日) WEB 砲戦長・生活椙故買 

ii 在宅医療多
’ 

02月22目(水曜日) WEB 施設長・審馳頭 

i2 障害者雇用給付金制度事務説明会 03月08日(水曜日) 延岡社会教育センター 生活梱淡員 

i3 介害 03月i6目(木曜日) WEB 施設長・生活相談員 

I4 県レシオネラ属菌汚染防止講習会 03月30日(木曙日) W∈B 施設長 
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内部会議・研修会開催状況

今∴和 04 年 度

(D 職員会議

開 催 日 時 出 席 者 内 容 

05月27日(金曜日) 
施設長・生活相談貝・看護職員・ 

規程変更・賃金変更に関する共通理解 

05月30日(月曜日) 制度変更・業務全般に関する協議 
介護職貝・葉巻士・調理磯貝 

iO月Iq日(水曜日) 利用者全体に関する処遇内容協議 他 

② 業務改善委員会

開 催 日 時 出 席 者 内 容 

04月i2日(火曜日) 05月23日(月曜日) 06月2〇日(月曜日) 07月08日(金曜日) 08月04日(木曜日) Oq月i2日(月曜日) iO月i4日(金曜日) ii月07日(月曜日) i2月07目(水曜日) Oi月04日(水曜日) 02月03日(金曜日) 03月I〇日(金曜日) 

施設長・生活相談員・看護職員・ 

主任介護職員・栄養士 

各セクションでの問題点等協議 規程変更等法人内での変更内容共通理解 BCP作成協議 業務全般の内容協激 戦貝異動等に関する協議 

開 催 日 時 出 席 者 内 容 

04月04日(月曜日) 05月30目(月曜日) 06月20日(月曜日) 06月2I日(火曜日) 07月I5日(金曜日) 08月I7日(水曜日) Oq月I之日(月曜日) iO月iq目(水曜日) II月i4日(月曜日) I2月i2日(月曜日) OI月23日(月曜日) 02月i7日(金曜日) 03月i3目(月曜日) 

施設長・生活相談員・看護職員・ 介護職貝・栄養士・調理職員 

感染輔止に関する共通理解 コロナ感染状況等の共通理解 県・法人指示事項等の共通理解 ガウンテクニック等感染防止実演指導 BCP策定検討 
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④ 転倒防止委員会

開 催 日 時 出 席 者 内 容 

04月I8日(月曜日) 05月Oq日(月曜日) 07月iI日(月曜日) 08月I2目(金曜日) Oq月Oq日(金曜日) I〇月i3日(木曜日) =月IO日(木曜日) I2月I5日(木曜日) OI月I2日(木曜日) 02月Oq日(木曜日) 

施設長・生活相談員・看護職貝・ 

介護職員・栄養士 

「事故報告書」提出事例検討 「ヒヤi′ハット報告富」提出事例検討 転倒危惧される利用者対応検討 

⑤ 防災研修会

開 催 日 時 出 席 者 内 容 

04月i4日(木曜日) 06月i5日(水曜日) 07月04日(月曜日) 08月i〇日(水曜日) Oq月05日(月曜日) IO月07日(金曜日) =月04目(金曜日) I2月03日(土曜日) Oi月Oq目(月曜日) 02月06日(月曜日) 03月i6日(木曜日) 

施設長・生活相談員・看護職貝・ 介護戯貝・栄養士・調理職員 

日動苛想定避難・誘導訓腰 夜勤詩想定理誰・誘導訓練 消l略・散水栓実演訓錬 火災発生時の机上訓練 BCP計画共通理解・机上訓練 

⑥ 身体拘束廃止委員会・高齢者虐待防止委貝会

開 催 目 時 出 席 者 内 容 

04月25日(月曜日) 06月06日(月曜日) 08月22日(月曜日) i〇月iq日(水曜日) I2月27目(火曜日) 02月24日(金哩日) 

施設長・生活相談員・看護職員・ 

介護職員・栄養士・謳理職員 

身体拘束に関する共通理蹄 高齢者虐待防止に関する共通理解 施設対応に関する協議 
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⑦ 企画会議

開 催 日 時 出 席 者 内 容 

04月22日(金曜日) 05月23日(月曜日) 06月24日(金曜日) 07月23日(土曜日) 08月22日(月曜日) Oq月22日(木曜日) i〇月26目(水曜日) =月23日(水曜日) I2月2I目(水曜日) Oi月27目(金曜日) 02月20目(月曜日) 

施設長・生活相談員・看護職貝・ 

介護職員・栄養士 

次月度行事予定検討 

(③ 個別処遇会議

開 催 日 時 出 席 者 内 容 

04月28目(木曜日) 05月23目(月曜日) 06月3〇日(木嶋日) 07月23日(土曜日) 08月之q日(月曜日) Oq月28日(水曜日) iO月3i日(月曜日) =月3〇日(水曜日) I2月23目(金曜日) OI月3〇日(月曜日) 02月27日(月曜日) 

施設長・生活相談員・看護職員・ 

介護職員・栄養士 

利用者個別処遇に関する検討 

⑨ 給食委貝会

開 催 日 時 出 席 者 内 容 

06月28日(火曜日) 07月I3目(水曜日) Oq月05目(月曜日) i2月i6日(金曜日) 02月IO日(金曜日) 

施設長・生活相談員・看護職貝・ 

栄養士・調理職貝 

給食業務に関する検討 

感染庭防止対策に関する共通理解 

嗜好調査結果に関する共通理解 

利用者食事摂取状況・食事形態検討 

⑲ 新人職員研修

開 催 日 時 出 席 者 内 容 

04月Oi日(金曜日) 

施設長・新人時貞 

施設概要・法人概要説明 

05月iO日(火曜日) 個人情報保護・高齢者虐待防止説明 

08月I8日(木曜日) 防災関係・利用者処遇関係説明 他 
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人 退 居 状 況(全知04年度)

氏 名 生 年 月 日 年齢 入 居 年 月 日 入 居 先 持妃事項 

S
・

S 昭和i7年01月Oq日 8I 今春104年04月Oi日 養護老人ホーム「清華園」 生う舐護 

S
・ 丁 昭和ii年08月=日 86 令和04年05月Oi日 自宅 

H ・J 昭和I4年06月I2目 83 合わ04年07月OI日 自宅 

H
・

F 昭和i3年Oi月26日 85 今和04年07月OI日 自宅 

F
・ K 昭和I5年OI月iO日 83 今和04年08月OI日 国籍主人社団霊域会輔 

∪
・ H 昭和i6年03月06日 82 合わ04年i2月OI日 曲集法人社団長城会「瀧棉離乳 

K
・ K 昭和I2年02月08日 86 今和05年02月Oi日 自宅 

K
・

A 昭和07年Oi月OI目 qI 今和05年03月Oi日 自宅 

丁 ・

S 昭和07年Oq月iq目 qO 今和05年04月OI目 国 診療所 

氏 名 生 年 月 日 年齢 退 居 年 月 日 退 去 先 入 居 先 入居糊閲 

丁 ・ M 昭和04年04月07日 q4 合わ04年04月30目 瀧井病院 池井病院 2年=か月 

N ・ A 昭‡〇〇3年03月04日 q5 今和04年06月30日 海拘前党 鹿離墜 2年08カ月 

K ・ S 大正i2年0`月i〇日 qq 合わ04年06月30日 溶杵病院 自宅 07カ月 

K ・ K 昭和0之年06月25日 q5 合わ04年07月3I日 瀧井病院 千代田病院 22年03カ月 

N ・ 丁 大正i3年i〇月之8日 q8 今‡ロ04年=月30日 海♯病院 自宅 IO年OIカ月 

I
・

F 田餌07年i之月I〇日 qO 今市05年Oi月3I日 瀧井病院 自宅 6年03カ月 

○ ○ 丁 大正i5年=月15日 q6 今和05年02月28日 瀧井病院 覆轍塾 4年Oiカ月 

N ・∴iK 昭和i5年=月03目 82 合わ05年02月28目 池井病院 慶腹壁 之年03カ月 

利用者の状況(今和05年04月O I日現在)

i, 年齢

年齢 性別 

65巌 7〇歳 75歳 80黛 85黛 qO静 q5患 

平均年齢 最高年齢 ー ー ー ー - ー - 

6q歳 74黛 7q儀 84鋸 8q厳 q4歳 qq鹿 

男 0 0 0 3 2 2 I 87哉=カ月 q7歳02か月 

女 0 0 I 4 8 4 5 88黛08カ月 q8歳05か月 

合 計 0 0 I 7 iO 6 6 88拭06要)、月 98歳05か月 

2, 在所期間

在所期間 性別 

i年未満 

I年 3年 5年 7年 

IO年以上 平均在所期間 最長在所者 ー ー ー ー 

3年 5年 7年 I〇年 

男 2 3 2 0 i 0 04年=か月 =年00か月 

女 6 7 4 I 3 i 04年02か月 20年=小月 

合 計 8 iO 8 I 4 i 04年05か月 2〇年iIか月 
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3, 所轄市町村

市町村名 性別 

日 向 市 延 岡 市 美郷町(西郷) 美郷町(北郷) 諸 塚 村 門川町 

男 3 0 0 3 之 0 

女 I8 0 0 3 I 0 

合 計 2I 0 0 6 3 0 

4, 介護保険状況

介護度 性別 

非該当 受支綬I 要支援2 要介護I 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 申請中 

男 0 i 4 i i I 0 0 0 

女 i 
3 4 7 2 2 2 0 i 

合 計 I 4 8 8 3 3 2 0 I 

5,日常生活動作等

区分 性別 

食 事 起 座 立ち上がり 排 泄 着 脱 衣 

自 立 

一 全 

自 立 

一 仝 

自 立 

一 仝 

自 立 

一 仝 

自 立 

- 全 

部 面 部 面 部 面 部 面 部 面 

介 介 介 介 介 介 介 介 介 介 

助 助 助 助 助 助 助 助 助 助 

男 8 0 0 6 2 0 6 2 0 6 2 0 8 0 0 

女 22 0 0 20 i i iq 2 i 22 0 3 22 0 0 

計 30 0 0 26 3 1 25 4 I 30 0 0 30 0 0 

区分 性別 

入 浴 寝 返 り 移 動 状 況 

自 立 

一 全 

自 立 

- 全 独 歩 車 卑 卓 

部 面 部 面 立 行 埼 埼 椅 

介 介 介 介 歩 器 子 子 子 

助 助 助 助 行 等 (自立) 〈一節) (全面) 

男 8 0 0 8 0 0 8 0 0 0 0 

女 22 0 0 22 0 0 2之 0 0 0 0 

計 30 0 0 30 0 0 30 0 0 0 0 
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